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(57)【要約】
【課題】内部に風を積極的に取り込むと共に、取り込ん
だ風をスムーズに通過させる通風経路が容易に形成され
るようにして、自然の通風を効果的に得ることのできる
建物を提供する。
【解決手段】南北方向に横断する通風領域１４が設けら
れた建物１０であって、通風領域１４は、開口窓１８ａ
を有する南側領域部１５と、開口窓２１ａを有する北側
領域部１６と、南側領域部１５と北側領域部１６との間
の中間領域部１７とからなる。中間領域部１７は、１．
５層分の高さ位置にスキップ床２６が設けられた中間吹
き抜け部２４を備える。北側領域部１６は、床１６ａか
ら２層分の高さ位置に天井部２０が設けられた、上部が
開口窓６７を有する吹抜け部分２３ａとなった北側吹き
抜け部２３を備える。スキップ床２６の下方の南側及び
北側の段差部分には、通風開口６２，６３が設けられ、
屋根裏部分７０には、スキップ床２６から出入れ可能な
屋根裏収納部４０が設けられる。
【選択図】図１



(2) JP 2009-197460 A 2009.9.3

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　南北方向に横断する通風領域が設けられた建物であって、
　前記通風領域は、南側に面した外壁に開閉可能な開口窓を有する南側領域部と、北側に
面した外壁に開閉可能な開口窓を有する北側領域部と、南側領域部と北側領域部との間に
設けられた中間領域部とを含み、
　該中間領域部は、上方が吹抜け部分となった中間吹き抜け部を備えると共に、該中間吹
き抜け部の上方には、前記中間領域部の床から１．５層分の高さ位置にスキップ床が設け
られており、
　前記北側領域部は、前記開口窓が設けられた北側に面した部分に、上方が開口窓を有す
る吹抜け部分となった北側吹き抜け部を備えると共に、前記北側領域部には、当該北側領
域部の床から２層分の高さ位置に天井部が設けられており、
　前記スキップ床の下方の南側及び北側の段差部分には、通風開口が設けられており、
　且つ前記北側領域部の天井部よりも上方の屋根裏部分には、前記スキップ床から出し入
れ可能な屋根裏収納部が設けられている建物。
【請求項２】
　前記中間領域部と前記南側領域部との間、及び前記中間領域部と前記北側領域部との間
は、開閉可能な通風開口を有する仕切り壁によって各々仕切られている請求項１に記載の
建物。
【請求項３】
　前記南側領域部には、当該南側領域部の床から１層分の高さ位置に南側上階床が設けら
れている請求項１又は２に記載の建物。
【請求項４】
　前記スキップ床と前記北側吹き抜け部との間の部分には、前記中間領域部の床から１層
分の高さ位置に中間上階床が設けられている請求項１～３のいずれかに記載の建物。
【請求項５】
　前記北側吹き抜け部の上方には、前記天井部から屋根部に致る排気開口が設けられてい
る請求項１～４のいずれかに記載の建物。
【請求項６】
　前記北側吹き抜け部が階段室となっている請求項１～５のいずれかに記載の建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、南北方向に横断する通風領域が設けられた建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　気温や湿度などの外部の気候要素は季節や時刻とともに大きく変動するものであり、外
部の気候要素のままでは住宅の屋内環境は快適とはいえず、何等かの対策が必要である。
電気による冷暖房設備のなかった時代の日本の伝統的な民家では、特に夏場における過し
易さに配慮して、日射を遮る厚い屋根や、深い軒や庇を設けると共に、開口を大きく形成
して容易に通風が得られるようにするといった工夫がなされていた。
【０００３】
　一方、近年の住宅では、充実した冷暖房設備によって、夏は涼しく、冬は暖かい快適な
屋内環境が得られるようになっており、さらに住宅の高断熱化や高気密化を図ることによ
って、エネルギー消費を削減する工夫もなされている。
【０００４】
　また、近年の住宅では、高断熱化や高気密化を図った場合でも、冷暖房設備の稼動によ
るエネルギー消費は年々増加の傾向にあり、地球温暖化などの環境問題を引き起こす要因
の一つにもなっている。このようなことから、高断熱化や高気密化が図られた住宅等の建
物においても、風による自然の恵みを利用して、より一層の省エネルギー化に寄与できる
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ようにする工夫がなされている（例えば、特許文献１、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００７－１２００６３号公報
【特許文献２】特開２００７－１３２１５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１や特許文献２に記載の建物は、春や秋等の気候が良い季節に、建物の内部に
導入した外気によって、いわゆるセントラル換気装置を用いることなく、建物の内部の喚
気を効率良く行えるようにしたものであるが、エネルギー消費をさらに効果的に削減でき
るように、日本の伝統的な民家の如く、必要に応じて建物の内部に風をより積極的に取り
込み、例えば夏場の暑い時期に自然の通風による涼が得られるようにして、冷房装置の使
用を抑制できるようにする新たな技術の開発が望まれている。
【０００６】
　すなわち、一般に人間は、例えば０．３ｍ／ｓ以上の風速の風を体に受けると、体表面
から熱の逃げるスピードが速くなって体感温度が下がることが知られている。したがって
、例えば０．３ｍ／ｓ以上の適度な風速の風を建物の内部に積極的に取り込むと共に、取
り込んだ風をスムーズに通過させる通風経路が建物の内部に容易に形成されるようにして
、形成された通風経路上にいる居住者の体感温度を下げることにより、冷房装置への負荷
を効果的に軽減することが可能になると考えられる。
【０００７】
　本発明は、建物の内部に風を積極的に取り込むと共に、取り込んだ風をスムーズに通過
させる通風経路が建物の内部に容易に形成されるようにして、例えば夏場の暑い時期に、
自然の通風による涼を効果的に得ることのできる建物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、南北方向に横断する通風領域が設けられた建物であって、前記通風領域は、
南側に面した外壁に開閉可能な開口窓を有する南側領域部と、北側に面した外壁に開閉可
能な開口窓を有する北側領域部と、南側領域部と北側領域部との間に設けられた中間領域
部とを含み、該中間領域部は、上方が吹抜け部分となった中間吹き抜け部を備えると共に
、該中間吹き抜け部の上方には、前記中間領域部の床から１．５層分の高さ位置にスキッ
プ床が設けられており、前記北側領域部は、前記開口窓が設けられた北側に面した部分に
、上方が開口窓を有する吹抜け部分となった北側吹き抜け部を備えると共に、前記北側領
域部には、当該北側領域部の床から２層分の高さ位置に天井部が設けられており、前記ス
キップ床の下方の南側及び北側の段差部分には、通風開口が設けられており、且つ前記北
側領域部の天井部よりも上方の屋根裏部分には、前記スキップ床から出し入れ可能な屋根
裏収納部が設けられている建物を提供することにより、上記目的を達成したものである。
【０００９】
　ここで、上記記載における南北方向は、厳密な南北方向を意味するものではなく、略南
北方向として、例えば厳密な南北方向から０～３０度東側又は西側に向いた方向も含まれ
る。
【００１０】
　また、上記記載における１．５層分の高さは、一般に２３０～４００ｃｍ程度の高さを
有する建物の１層分の高さに、これの略半分程度の高さを加えて、１層分の高さと２層分
の高さの中間部分に位置する高さを略称するものであり、１層分の高さの１．５倍の高さ
の他、１層分の高さの１．４０～１．７５倍程度の高さを含むものである。また、スキッ
プ床は、一般に２３０～４００ｃｍ程度の高さを有する１層分の高さの中間部分の高さ位
置に配置される床を略称するものであり、基準となる床から１層分の高さの１／２の高さ
の他、１層分の高さの４０～７５％程度の高さ位置に配置される床を含むものである。
【００１１】
　そして、本発明の建物は、前記中間領域部と前記南側領域部との間、及び前記中間領域
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部と前記北側領域部との間が、開閉可能な通風開口を有する仕切り壁によって各々仕切ら
れていることが好ましい。
【００１２】
　また、本発明の建物は、前記南側領域部には、当該南側領域部の床から１層分の高さ位
置に南側上階床が設けられていることが好ましい。
【００１３】
　さらに、本発明の建物は、前記スキップ床と前記北側吹き抜け部との間の部分には、前
記中間領域部の床から１層分の高さ位置に中間上階床が設けられていることが好ましい。
【００１４】
　さらにまた、本発明の建物は、前記北側吹き抜け部の上方には、前記天井部から屋根部
に致る排気開口が設けられていることが好ましい。
【００１５】
　また、本発明の建物は、前記北側吹き抜け部が階段室となっていることが好ましい。
【００１６】
　そして、本発明の建物によれば、南側に面した外壁に開閉可能な開口窓を有する南側領
域部と、北側に面した外壁に開閉可能な開口窓を有する北側領域部と、南側領域部と北側
領域部との間に設けられた中間領域部とからなる通風領域が、建物を南北方向に横断して
設けられており、中間領域部は、上方が吹抜け部分となった中間吹き抜け部を備えると共
に、中間吹き抜け部の上方には、中間領域部の床から１．５層分の高さ位置にスキップ床
が設けられており、北側領域部は、開口窓が設けられた北側に面した部分に、上方が開口
窓を有する吹抜け部分となった北側吹き抜け部を備えると共に、北側領域部には、当該北
側領域部の床から２層分の高さ位置に天井部が設けられており、且つスキップ床の下方の
南側及び北側の段差部分には通風開口が設けられている。
【００１７】
　したがって、例えば夏場の暑い時期において、南側に面した外壁の開口窓、北側に面し
た外壁の開口窓、及びスキップ床の下方の段差部分の通風開口が開放された状態となるこ
とにより、南側に面した外壁と北側に面した外壁との間で、各階毎に横方向に流れる通風
経路の他、中間領域部に設けられたスキップ床の下方の段差部分の通風開口を介して、上
下階に跨って斜めに流れる通風経路が確保されることになる。これによって、建物を南北
方向に横断しつつ連続して流れる風の通風経路が、通風領域の上下階に亘る縦方向の広い
範囲にスムーズに形成されることになる。また北側領域部の天井部よりも上方の屋根裏部
分は、スキップ床から出し入れ可能な屋根裏収納部として有効利用することが可能になる
。
【００１８】
　そして、本発明の建物は、前記中間領域部と前記南側領域部との間、及び前記中間領域
部と前記北側領域部との間が、開閉可能な通風開口を有する仕切り壁によって各々仕切ら
れるようにしておけば、南側領域部と中間領域部と北側領域部との独立性を高めて、これ
らを異なる用途の居住部として効率良く用いることが可能になると共に、例えば南側領域
部をサンルーム等として使用することが可能になる。またこれらの仕切り壁に設けられた
通風開口と、南側領域部や北側領域部の外壁に設けられた開口窓とを閉塞状態とすること
により、南側領域部や北側領域部を、中間領域部に対する熱の緩衝空間として利用するこ
とが可能になる。
【００１９】
　また、本発明の建物は、前記南側領域部に、当該南側領域部の床から１層分の高さ位置
に南側上階床を設けておけば、当該南側上階床の上方を上階の居住部として有効利用する
ことが可能になると共に、前記スキップ床と前記北側吹き抜け部との間の部分に、前記中
間領域部の床から１層分の高さ位置に中間上階床を設けておけば、当該中間上階床の上方
を上階の居住部として有効利用することが可能になる。
【００２０】
　さらに、本発明の建物は、前記北側吹き抜け部の上方に、前記天井部から屋根部に致る
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排気開口を設けておけば、上昇気流による縦方向の通風を促進する北側吹き抜け部による
作用効果と相俟って、人体や家電製品、照明機器等の建物の内部の熱源により加温されて
天井付近に溜まりやすくなった温かい空気を、通風によって効率良く屋外に排出すること
が可能になり、排熱機能を発揮して、建物の内部の温度の上昇を効果的に抑制することが
可能になる。
【００２１】
　さらにまた、本発明の建物は、前記北側吹き抜け部を階段室とすることにより、２層分
の高さ位置に天井部が設けられた前記北側吹き抜け部を有効利用して、効率の良い間取り
のプランを設計することが可能になる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の建物によれば、建物の内部に風を積極的に取り込むと共に、取り込んだ風をス
ムーズに通過させる通風経路が建物の内部に容易に形成されるようにして、例えば夏場の
暑い時期に、自然の通風による涼を効果的に得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明の好ましい一実施形態に係る建物１０は、図１～図４に示すように、例えば標準
階高が２階建ての木造の住宅建築物であって、中央居住部１１と、東側居住部１２と、西
側居住部１３とからなり、中央居住部１１が、建物１０の南北方向に横断する通風領域１
４を構成している。本実施形態の建物１０は、通風領域１４を備えることにより、例えば
夏場の暑い時期に、自然の通風による涼を効果的に得ることができるようにして、自然エ
ネルギーを有効活用しつつ快適な室内環境を効率良く形成することを可能にするものであ
る。
【００２４】
　そして、本実施形態の建物１０は、南北方向に横断する通風領域１４が設けられた住宅
建築物であって、通風領域１４は、南側に面した外壁１８に開閉可能な開口窓１８ａを有
する南側領域部１５と、北側に面した外壁２１に開閉可能な開口窓２１ａを有する北側領
域部１６と、南側領域部１５と北側領域部１６との間に設けられた中間領域部１７とを含
み、中間領域部１７は、上方が吹抜け部分２４ａとなった中間吹き抜け部２４を備えると
共に、この中間吹き抜け部２４の上方には、中間領域部１７の床１７ａから１．５層分の
高さ位置にスキップ床２６が設けられており、北側領域部１６は、開口窓２１ａが設けら
れた北側に面した部分に、上方が開口窓６７を有する吹抜け部分２３ａとなった北側吹き
抜け部２３を備えると共に、北側領域部１６には、北側領域部１６の床１６ａから２層分
の高さ位置に天井部２０が設けられており、スキップ床２６の下方の南側及び北側の段差
部分には、通風開口６２，６３が設けられており、且つ北側領域部１６の天井部２０より
も上方の屋根裏部分７０には、スキップ床２６から出し入れ可能な屋根裏収納部４０が設
けられている。
【００２５】
　また、本実施形態では、中間領域部１７と南側領域部１５との間、及び中間領域部１７
と北側領域部１６との間は、開閉可能な通風開口１９ａ，２２ａを有する仕切り壁１９，
２２によって各々仕切られている。
【００２６】
　さらに、本実施形態では、南側領域部１５には、当該南側領域部１５の床１５ａから１
層分の高さ位置に南側上階床７１が設けられており、スキップ床２６と北側吹き抜け部４
０との間の部分には、中間領域部１７の床から１層分の高さ位置に中間上階床７２が設け
られている。
【００２７】
　さらにまた、本実施形態では、北側吹き抜け部２３の上方には、天井部２０から屋根部
６０に致る排気開口２５が設けられている。
【００２８】
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　本実施形態の建物１０の１階部分２９の間取りとしては、図２に示すように、東側居住
部１２の北側角部に位置して、玄関ポーチ３２から出入り可能な、玄関収納室３３ａを備
える玄関３３が設けられている。玄関３３の西側にはホール収納庫３４ａを備える玄関ホ
ール３４が設けられている。玄関ホール３４の西側には、通風領域１４を構成する中央居
住部１１の北側領域部１６の北側吹き抜け部２３が出入り可能に隣接しており、この北側
吹き抜け部２３は、階段室３５となっている。玄関３３の南側には、中央居住部１１の中
間領域部１７によるリビング３６の東側に隣接して、和室３７がリビング３６から出入り
可能に設けられており、和室３７の南側には、１階部分２９の南東の角部に配置されて、
デッキ部３８が和室３７から出入り可能に設けられている。
【００２９】
　東側居住部１２の西側に隣接する中央居住部１１の１階部分２９は、通風領域１４を構
成する部分であり、北側に北側領域部１６の略全域を占める北側吹き抜け部２３による階
段室３５が、中間部分に中間領域部１７によるリビング３６が、南側に南側領域部１５に
よるサンルーム３９が、南北方向に連設して設けられている。また、階段室３５の上方は
、２階部分３０の天井部２０に至る北側吹き抜け部２３の吹抜け部分２３ａとなっている
と共に、リビング３６の中央部分略１／２～２／３の領域の上方が、１．５層分の高さの
中間吹き抜け部２４の吹抜け部分２４ａとなっている（図１参照）。さらに、リビング３
６の東側の部分は、東側居住部１２に一部食い込んでいて、リビング３６を広く形成して
いる。
【００３０】
　中央居住部１１の西側に隣接する西側居住部１３の１階部分２９には、リビング３６の
西側に配置されてダイニング４１が設けらており、ダイニング４１の北側にはキッチン４
２が設けられている。キッチン４２の北側には、１階部分２９の北西の角部に配置されて
、洗面室４３、浴室４４、トイレ４５等による水廻り領域が設けられている。
【００３１】
　中央居住部１１の階段室３５に設けられた階段４６を介して１階部分２９から昇降する
建物１０の２階部分３０の間取りとしては、図３に示すように、階段４６の南側に配置さ
れて、通風領域１４を構成する中央居住部１１の中央部分に２階ホール４７が設けられて
おり、２階ホール４７の東側の東側居住部１２には、クローゼット４８ａ，４９ａの付い
た２室の子供部屋４８，４９が、２階部分３０の北東の角部及び南東の角部に配置されて
設けられている。
【００３２】
　また、２階ホール４７の西側の西側居住部１３には、階段４６の西側に隣接して、２階
ホール４７から出入り可能なトイレ５０が設けられていると共に、２階ホール４７の西側
の突き当たり部分から出入り可能な西側居住部１３の本体部分として、北側からウォーク
インクローゼット５１、スタディーコーナー５２、及びベッドルーム５３が、南北方向に
連設して設けられている。スタディーコーナー５２及びベッドルーム５３の西側には、ベ
ッドルーム５３から出入り可能な西側バルコニー５４が設けられている。
【００３３】
　さらに、通風領域１４を構成する中央居住部１１における、リビング３６の上方の中間
吹抜け部２４の吹き抜け部分２４ａを挟んだ２階ホール４７とは反対側の南側部分には、
２階サンルーム５５が設けられている。この２階サンルーム５５は、２階部分３０の南西
の角部に配置されたベッドルーム５３から出入り可能となっている。またベッドルーム５
３と中間吹抜け部２４の吹抜け部分２４ａとの間には階段５６が設けられており、この階
段５６を介して、中間吹抜け部２４の上方のスキップ床２６に出入り可能となっている。
【００３４】
　さらにまた、建物１０の２階部分３０には、建物１０の東側の面及び南側の面に跨るよ
うにＬ字形に延設して、南東側バルコニー５８が設けられている。この南東側バルコニー
５８には、東側居住部１２の各子供部屋４８，４９や中央居住部１１の２階サンルーム５
５から、各々出入り可能となっている。
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【００３５】
　また、ベッドルーム５３と中間吹抜け部２４の吹抜け部分２４ａとの間に設けられた階
段５６を介して昇降するスキップ２階部分のスキップ床２６は、図４に及び図１に示すよ
うに、通風領域１４を構成する中央居住部１１の中間吹抜け部２４の上方を覆う、中間領
域部１７の１階部分２９の床１７ａから１．５層分の高さ位置に配置された床部分である
。スキップ床２６の上方の天井部分は、屋根裏空間５９に食い込むようにして設けられて
いることにより、スキップ床２６の上方の空間は、居住者が立ったままの状態で立入るこ
とのできる居住部としての書斎３１となっている。
【００３６】
　そして、本実施形態では、北側領域部１６の略全域を占める北側吹き抜け部２３の上方
の天井部２０は、２階ホール４７の上方を覆う部分まで中間領域部１７側に延設しており
、この天井部２０よりも上方の屋根裏部分７０には、スキップ床２６から出し入れ可能な
屋根裏収納部４０が設けられている。屋根裏収納部４０は、北側領域部１６の床１６ａか
ら２層分の高さの天井部２０の裏側に設けられることにより、スキップ床２６から０．５
層分の高さ位置に配置されることになり、これによってスキップ床２６からの出し入れを
容易に行うことが可能になる。
【００３７】
　また、階段室３５となった北側吹き抜け部２３の上方には、天井部２０から屋根部６０
に致る排気開口２５が設けられている。排気開口２５は、屋根６０から上方に突出する通
風採光塔６１と連通しており、この通風採光塔６１から、天井部２０の付近に送られてき
た温かい空気を屋外に排出することができるようになっている。
【００３８】
　さらに、スキップ床２６の南側の縁部分における、２階サンルーム５５の床との間の段
差部分には、これの略全域に亘って、開閉可能な通風開口６２が設けられており、スキッ
プ床２６の北側の縁部分における、２階ホール４７の床との間の段差部分にもまた、これ
の略全域に亘って、開閉可能な通風開口６３が設けられている。
【００３９】
　そして、中央居住部１１の２階部分３０における南側の外壁１８は、その略全域が開閉
可能な開口窓６６となっている。スキップ床２６の上方の書斎３１と２階サンルーム５５
との間の仕切り壁には、開閉可能な開口窓６４が設けられていると共に、スキップ床２６
の上方の書斎３１と、２階ホール４７との間の仕切り壁にもまた、開閉可能な開口窓６５
が設けられている。中央居住部１１においては、図１に示すように、書斎３１及び２階サ
ンルーム５５の天井部分は、屋根裏空間５９に食い込むようにして設けられている。
【００４０】
　また、本実施形態では、北側領域部１６の北側に面した外壁２１の外側には、植栽２８
が施されていて、クールスポットを形成している。
【００４１】
　そして、上述の構成を有する本実施形態の建物１０によれば、建物１０の内部に風を積
極的に取り込むと共に、取り込んだ風をスムーズに通過させる通風経路が建物の内部に容
易に形成されるようにして、例えば夏場の暑い時期に、自然の通風による涼を効果的に得
ることが可能になる。
【００４２】
　すなわち、本実施形態の建物１０によれば、南側に面した外壁１８に開閉可能な開口窓
１８ａを有する南側領域部１５と、北側に面した外壁２１に開閉可能な開口窓２１ａを有
する北側領域部１６と、南側領域部１５と北側領域部１６との間に設けられた中間領域部
１７とからなる通風領域１４が、建物１０を南北方向に横断して設けられており、中間領
域部１７は、上方が吹抜け部分２４ａとなった中間吹き抜け部２４を備えると共に、中間
吹き抜け部２４の上方には、中間領域部１７の床１７ａから１．５層分の高さ位置にスキ
ップ床２６が設けられており、北側領域部１６は、開口窓２１が設けられた北側に面した
部分に、上方が開口窓６７を有する吹抜け部分２３ａとなった北側吹き抜け部２３を備え
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ると共に、北側領域部１６には、当該北側領域部１６の床１６ａから２層分の高さ位置に
天井部２０が設けられており、且つスキップ床２６の下方の南側及び北側の段差部分には
通風開口６２，６３が設けられている。
【００４３】
　したがって、例えば夏場の暑い時期において、南側に面した外壁１８の開口窓１８ａ，
６６、北側に面した外壁の開口窓２１，６７、及びスキップ床２６の下方の段差部分の通
風開口６２，６３が開放された状態となることにより、図１に示すように、南側に面した
外壁１８と北側に面した外壁２１との間で、各階毎に横方向に流れる通風経路の他、中間
領域部１７に設けられたスキップ床２７の下方の段差部分の通風開口６２，６３を介して
、上下階に跨って斜めに流れる通風経路が確保されることになる。これによって、建物１
０を南北方向に横断しつつ連続して流れる風の通風経路が、通風領域１４の上下階に亘る
縦方向の広い範囲にスムーズに形成されることになる。また北側領域部１６の天井部２０
よりも上方の屋根裏部分７０は、スキップ床２６から出し入れ可能な屋根裏収納部４０と
して有効利用することが可能になる。
【００４４】
　また、本実施形態の建物１０は、中間領域部１７と南側領域部１５との間、及び中間領
域部１７と北側領域部１６との間が、開閉可能な通風開口１９ａ，２２ａを有する仕切り
壁１９，２２によって各々仕切られているので、南側領域部１５と中間領域部１７と北側
領域部１６との独立性を高めて、これらを異なる用途の居住部３９，３６，３５として効
率良く用いることが可能になる。またこれらの仕切り壁１９，２２に設けられた通風開口
１９ａ，２２ａと、南側領域部１５や北側領域部１６の外壁１８，２１に設けられた開口
窓１８ａ，２１ａとを閉塞状態とすることにより、南側領域部１５や北側領域部１６を、
中間領域部１７に対する熱の緩衝空間として利用することが可能になる。
【００４５】
　さらに、本実施形態の建物１０は、南側領域部１５に、当該南側領域部１５の床１５ａ
から１層分の高さ位置に南側上階床７１を設けておけば、この南側上階床７１の上方を例
えば２階サンルーム５５として有効利用することが可能になると共に、スキップ床２６と
北側吹き抜け部２３との間の部分に、中間領域部１７の床１７ａから１層分の高さ位置に
中間上階床７２を設けておけば、この中間上階床７１の上方を例えば２階ホール４７とし
て有効利用することが可能になる。
【００４６】
　さらにまた、本実施形態の建物１０は、北側吹き抜け部２３の上方に、天井部２０から
屋根部６０に致る排気開口２５が設けられているので、上昇気流による縦方向の通風を促
進する北側吹き抜け部２３による作用効果と相俟って、人体や家電製品、照明機器等の建
物１０の内部の熱源により加温されて天井付近に溜まりやすくなった温かい空気を、通風
によって効率良く屋外に排出することが可能になり、排熱機能を発揮して、建物１０の内
部の温度の上昇を効果的に抑制することが可能になる。
【００４７】
　また、本実施形態の建物１０は、北側吹き抜け部２３を階段室３５とすることにより、
２層分の高さ位置に天井部２０が設けられた北側吹き抜け部２３を有効利用して、効率の
良い間取りのプランを設計することが可能になる。
【００４８】
　さらに、本実施形態の建物１０は、通風領域１４における、南側領域部１５の南側に面
した外壁１８の１階部分２９の略全域に形成された大開口の開口窓１８ａや、２階部分３
０の略全域に形成された大開口の開口窓６６を介して、例えば冬場の寒い時期に、温かさ
を得るための太陽光を屋内に効果的に取り込むことが可能になると共に、スキップ床２６
の南側の縁部分の下方が開口窓６２となっていることにより、建物１０の奥まで太陽光を
取り込むことが可能になる。
【００４９】
　さらにまた、本実施形態の建物１０によれば、北側領域部１６の北側に面した外壁２１
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の外側には、植栽２８が施されているので、この植栽２８の部分をクールスポツトとして
、木の葉の蒸散作用を利用して北側からの風を効果的に冷却することが可能になり、また
冷却した北側からの風を、北側領域部１６の１階部分２９の外壁２１に設けた開口窓２１
ａから通風領域１４に効率良く取り込むことが可能になる。
【００５０】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されることなく種々の変更が可能である。例えば、
通風領域は、建物を南北方向に横断していれば良く、東側居住部と西側居住部との間の中
央居住部に設けられる必要は必ずしもない。また本発明は、木造の住宅建築物に限定され
ることなく、その他の種々の建物に適用することができ、２階建ての建物に限定されるこ
となく、１階部分を２階部分以上の部分に置き換えて、例えば３階建て以上の建物に適用
することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の好ましい一実施形態に係る建物の要部を説明する、図２のＡ－Ａに沿っ
た断面図である。
【図２】本発明の好ましい一実施形態に係る建物の構成を説明する、図１のＢ－Ｂに沿っ
た断面よる１階部分の間取り図である。
【図３】本発明の好ましい一実施形態に係る建物の構成を説明する、図１のＣ－Ｃに沿っ
た断面よる２階部分の間取り図である。
【図４】本発明の好ましい一実施形態に係る建物の構成を説明する、図１のＤ－Ｄに沿っ
た断面よるスキップ２階部分の間取り図である。
【符号の説明】
【００５２】
１０　建物
１１　中央居住部
１２　東側居住部
１３　西側居住部
１４　通風領域
１５　南側領域部
１６　北側領域部
１７　中間領域部
１８　南側領域部の南側に面した外壁
１８ａ　外壁に設けられた開口窓
１９　仕切り壁
１９ａ　仕切り壁に設けられた通風開口
２０　天井部
２１　北側領域部の北側に面した外壁
２１ａ　外壁に設けられた開口窓
２２　仕切り壁
２２ａ　仕切り壁に設けられた通風開口
２３　北側吹き抜け部
２３ａ　北側吹き抜け部の吹抜け部分
２４　中間吹き抜け部
２４ａ　中間吹き抜け部の吹抜け部分
２５　排気開口
２６　スキップ床
２８　植栽
２９　建物の１階部分
３０　建物の２階部分
３５　階段室
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４０　屋根裏収納部
６０　屋根部
６２，６３　スキップ床の下方の通風開口
６７　北側吹き抜け部の吹抜け部分に設けられた開口窓
７０　屋根裏部分
７１　南側上階床
７２　中間上階床

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】
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